
・＼　1，〆「

癒、醗、

紳　騒．

懸

嚢鐵

灘鰯鞭！
バ難’り．　　‘　　＾　酵、シ与う拶

きじまるくん

成人おめでと　う
　1月15日、勤労福祉センターにおいて「成人式」が盛大に行われました。今

年の新成人は243名。成人になった喜びの中にも緊張をかくしきれない面持

ちで記念撮影をしていました。大人としての第一歩をふみだした顔には、責任

と将来への希望がいだかれているようでした。
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　今年も町・県民税や所得税

など所得の申告をしていただ

く時期になりました。

　申告の期間は2月16日から

3目15日までです。申告期限

が間近になると、大変混み合

いますので、なるべく定めら

れた目時に申告されますよう

お願いします。
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いろんな夢を税金で
　　（江南中3年高橋明宏）

町
・
県
民
税
申
告
の

　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
平
成
八
年
一
月
一
日
現
在
、
町
に
住

所
が
あ
り
、
平
成
七
年
中
に
所
得
が
あ

っ
た
か
た
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

，
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
、

給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
町
へ
送
ら
れ
て
い
る
か
た

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
今
年
十
八
歳
に
な
っ
た
か
た

噂

．
、
鷺

▲昨年の申告相談

や
、
平
成
七
年
中
に
町
へ
転
入
さ
れ
た

か
た
は
、
申
告
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
は
所
得
の
な
い
か
た
で
も
、
申
告
が

必
要
で
す
。

所
得
税
・
確
定
申
告
の

　
　
　
　
　
　
　
必
要
な
か
た

　
事
業
を
し
て
い
る
か
た
や
不
動
産
収

入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
か
た
で
平

成
七
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

か
た
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
で
も

つ
ぎ
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
は
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
給
与
の
年
収
が
、
二
千
万
円
を
超
え

　
る
か
た
。

◎
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

　
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

　
る
か
た
。

◎
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
支
給
さ
れ

　
て
い
る
か
た
。

申
告
に
必
要
な
も
の

◎
申
告
書

◎
印
か
ん
・
本
人
名
儀
の
通
帳
番
号

◎
平
成
七
年
中
の
所
得
金
額
が
証
明
さ

　
れ
る
も
の

◎
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
や
生
命

　
噂

　
保
険
、
損
害
保
険
な
ど
の
支
払
っ
た

　
証
明
書

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
医

　
療
費
の
領
収
書

◎
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
、
平

　
成
八
年
一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
住

　
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
・
日

　
赤
支
部
・
市
町
村
発
行
の
領
収
書

◎
障
害
者
の
か
た
（
扶
養
者
を
含
む
）

　
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
み

　
ど
り
の
手
帳

◎
学
生
の
か
た
は
、
学
生
証
ま
た
は
在

　
学
証
明
書

◎
そ
の
他
、
機
械
化
集
団
な
ど
へ
の
支

　
払
証
明
書

申
告
す
る
と
所
得
税
が

　
　
　
　
還
付
さ
れ
る
か
た

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た

で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
は
確
定
申

告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

　
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
な

　
ど
を
し
た
か
た
。

◎
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た
。

所
得
が
給
与
所
得
の
み
の
か
た
で

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
、
医
療
費

控
除
を
受
け
る
か
た

　
還
付
申
告
に
つ
い
て
、
広
報
一
月
号

・
税
務
署
か
ら
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
な
る
べ
く
二
月
七
日
・

（2）



ゐ
ノよ育て町・県民税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

九
日
の
還
付
申
告
会
場
（
熊
谷
市
立
市
民

ホ
ー
ル
）
で
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
、
二
年

目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

◎
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

　
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を
受

　
け
な
か
っ
た
か
た
。
　
（
所
得
税
を
支

　
払
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
源

　
泉
徴
収
票
が
必
要
）

　
還
付
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、
銀
行

農
協
な
ど
の
預
金
口
座
へ
の
振
り
込
み

が
便
利
で
す
の
で
、
申
告
者
名
義
の
預

金
口
座
番
号
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
　
「
所
得
税
の
確
定
申
告

の
手
引
き
」
や
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
ご
自
分

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

税
の
お
問
い
合
わ
せ

■
町
・
県
民
税
関
係

　正しい申告を
　所得税、町・県斑税は、自分の所

得の状況を最もよく知っているみな

さんが、税法に従って自分の所得と

税額を正しく計算して申告、納税す

るという「串告納税制度」を採用し

ています。

　申告しなければならないかたが申

告しなかったり、誤った申告をした

りしますと、後で不足の税金を納め

るだけでなく、不足額の15％または

10％の加算税が課され、さらに延滞

税も納めなければならないことにな

骸ます。

町・県民税申告、所得税確定申告
　　　　　　　　（農業・給与所得者）

　　　相　談　　日　程

ひ

月臼（曜日） 該　当地　区 会場
2月16日働

小江川・須賀広

町民体育館

二階会議室
奮36－152「

（内線350）

2月19日（月）

2月ao日σ◎

小江川・野原
2月a1日㈱

2月22日㈲
板井・塩

2月ε3日働

2月26日（月1

押切・中央
2月27日創り

2月28日㈱
押切・中央・上新田・柴

2月29日㈱

3月1日囲

成沢・三本・千代3月4日鍔）

3月5日Uり

3月6日㈱

樋春・御正新田
3月7日㈱

3月8日囲
3月η日（月）

3月12日σ℃ 町内全域

※受付時問・・ 午前9時より11時30分・午後1時より4時

●
役
場
税
務
課

麿
三
六
－
一
五
一
コ
　
内
線
劉
・
捌

’
所
得
税
関
係

●
熊
谷
税
務
署
　
塗
二
－
二
九
〇
五

●
熊
谷
税
務
相
談
室

　
　
　
　
　
　
智
二
四
ー
七
九
六
一

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
税
理
士
に

依
頼
さ
れ
る
か
た
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
正
規
の
税
理
士
か
ど
う
か

税
理
士
証
票
な
ど
で
よ
く
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

　
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
は
、
税

理
士
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時
期
に
は
、

税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
税
理
士
に
依

頼
さ
れ
る
か
た
が
多
い
こ
と
に
便
乗
し

て
、
税
理
士
資
格
の
な
い
人
が
申
告
書

の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎税務署から申告相談日の通知のあったかたは、指定

　日時に税務署へ申告してください。

　
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、

法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼

し
た
か
た
に
迷
惑
を
か
け
る
結
果
に
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
　
税
の
標
語
入
選
決
ま
る

　
平
成
七
年
度
熊
谷
税
務
署
管
内
、
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
が
募
集
さ
れ
、
応

募
二
九
校
、
八
、
五
四
八
点
の
中
か
ら
、
江
南
中
学
校
か
ら
つ
ぎ
の
生
徒
の
作
品
が

優
秀
作
品
と
し
て
、
十
一
月
二
十
四
日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

税
金
で
　
築
く
我
ら
の
　
豊
か
な
社
会

納
税
は
　
あ
か
る
い
社
会
の
　
第
一
歩

税
金
は
　
今
日
を
未
来
に
　
つ
な
ぐ
橋

豊
か
さ
と
　
福
祉
に
つ
な
が
る
　
今
日
の
税

わ
が
郷
土
に
　
税
の
さ
さ
え
が
　
生
き
て
い
る

江
南
中
一
年
生

江
南
中
一
年
生

江
南
中
一
年
生

江
南
中
三
年
生

江
南
中
一
年
生

柴
　
祥
子
さ
ん

倉
野
　
翼
さ
ん

馬
場
　
俊
さ
ん

芹
沢
法
巳
さ
ん

関
谷
聖
美
さ
ん

（3）



家
族
み
ん
な
で

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
み
な
さ

ん
が
会
費
を
出
し
あ
い
交
通
事
故
に
よ

っ
て
死
亡
し
た
り
、
け
が
を
し
た
と
き

見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互
扶
助
制

度
で
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
二
十
七
人
の
か
た

に
合
計
百
九
十
万
五
千
円
の
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
グ
ラ
フ
参
照
）

　
現
在
、
町
で
は
七
千
三
百
六
十
四
名

の
か
た
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
三

月
三
十
一
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
来
年
度
の
申
し
込
み
を
二
月
十

三
日
よ
り
受
付
け
ま
す
。

　
申
し
込
む
場
合
は
、
会
費
を
添
え
区

長
さ
ん
を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。　

な
お
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
児
童
・
生
徒
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
に
引
き
続
き
各
ご
家
庭
で
の
申
し
込

　

み
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
会
費

〇
一
般
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
百
円

　
（
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
以
前
に

　
　
お
生
ま
れ
の
人
）

o
中
学
生
以
下
…
…
…
…
…
…
五
百
円

　
（
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
以
後
に

　
　
お
生
ま
れ
の
人
）

■
有
効
期
間

　
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
九
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
（
中
途

加
入
の
場
合
は
、
会
費
納
入
時
か
ら
三

月
三
十
一
日
ま
で
）
で
す
。

■
加
入
で
き
る
か
た

　
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た
（
外
国
人
登
録
者

も
含
み
ま
す
）
。

※
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
る

か
た
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
加
入
後
に
お
け
る
見
舞
金
の
請
求
方

法
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ

い
。■

対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自
動

車
、
単
車
、
自
転
車
ま
た
は
電
車
な
ど

に
乗
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落
、

転
覆
し
た
事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
に
こ

れ
ら
の
乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

れ
た
場
合
。

　
な
お
、
請
求
に
必
要
な
申
請
用
紙
は

役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
交
通
災

害
共
済
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

　
智
三
六
ー
一
五
一
工

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
二
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一

　
　
　
　
a

餐
ー
例1996
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（
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百
　
万

二
十
万
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七
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四
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十
一
万

八五三一
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一
万
五
千
円

一
　
万
　
円

見
　
舞
　
金

や
す
く
、

ビ
が
生
え
ま
す
か
ら
、

し
た
場
所
に
は
置
か
な
い
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
、
開
封
後

の
酸
化
や
カ
ビ
を
防
ぐ
た
め
、

半
月
ぐ
ら
い
で
使
い
切
る
こ

と
を
目
安
に
買
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
茶
は
種
類
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
方
が
違

い
ま
す
が
、
注
意
が
必
要
な

の
は
水
で
す
。
鉄
分
や
塩
分

を
多
く
含
み
カ
ル
キ
臭
の
強

い
水
で
は
、
お
い
し
い
お
茶

は
入
り
ま
せ
ん
。
水
は
沸
騰

　
　
お
茶
の
葉
は
空
気
に

　
触
れ
る
と
酸
化
し
、
色

　
が
落
ち
て
香
り
も
飛
び

　
ま
す
。
保
存
す
る
と
き

　
は
．
パ
ッ
ク
の
ロ
を
固

　
く
閉
め
．
密
封
容
器
に

　
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
．

　
温
度
が
高
い
と
酸
化
し

湿
度
が
多
い
と
カ

　
　
　
　
　
そ
う

お茶をあいしく飲もう

さ
せ
て
、
カ
ル
キ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

ち
“
ふ
だ
ん
家
庭
で
よ
く
飲
ま
れ
る
煎

茶
を
、
お
い
し
く
入
れ
る
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
お
湯
を
一
度

沸
騰
さ
せ
て
か
ら
、
八
十
～
九
十
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゅ
う
す

に
冷
ま
し
ま
す
。
茶
わ
ん
や
急
須
は
、

あ
ら
か
じ
め
温
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

三
人
分
で
煎
茶
約
十
グ
ラ
ム
．
大
さ

じ
一
杯
半
ぐ
ら
い
の
お
茶
の
葉
を
急

須
に
入
れ
、
静
か
に
お
湯
を
注
ぎ
ま

す
。
お
湯
の
量
は
三
人
分
で
約
百
五

　
　
噂

十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
。
注
ぐ
と
き
に
余

分
に
お
湯
を
入
れ
過
ぎ
￥
急
須
に
残

す
と
お
い
し
く
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、

人
数
分
の
量
だ
け
に
し
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
一
分
ぐ
ら
い
お
い
て
、

お
茶
わ
ん
に
つ
ぎ
分
け
ま
す
が
、
濃

い
の
や
薄
い
の
が
で
き
な
い
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
順
番
に
お
茶
わ
ん
に
つ
ぎ

　
　
　
分
け
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
急
須
の
お
湯
は
、
最
後
ま
で

80｛」90度が適温お
湯
の
温
度
、

見
つ
け
ま
し
よ
う
。

絞
り
切
り
ま
す
。
ま
た
、
初

め
に
入
れ
て
か
ら
三
時
間
も

し
た
ら
お
茶
の
葉
は
蒸
れ
過

ぎ
て
香
り
が
消
え
て
臭
く
な

り
ま
す
し
、
嫌
な
味
も
し
ま

す
。
全
部
き
れ
い
に
捨
て
て
、

新
し
い
お
茶
の
葉
に
入
れ
替

え
て
く
だ
さ
い
。

　
味
の
好
み
に
は
、
個
人
差

が
あ
り
ま
す
。
基
本
を
べ
ー

ス
に
、
自
分
が
一
番
お
い
し

い
と
感
じ
た
お
茶
の
葉
．
量
、

　
　
　
蒸
ら
し
時
間
な
ど
を
、

誌弗騰ε幌
力κキ抜志も

詳
ノ

㌧
フ
亥
，

ぎ
　
曳

．
、
捻

∴
声

（4）
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全
回
0
斉
書
季
火
災
多
防
運
動
実
施

「
災
害
に
備
え
て
日
頃
の
火
の
用
心
」

　
三
月
一
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
の
一

週
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
（
車
両
、
林
野
、

火
災
予
防
運
動
も
同
期
間
で
す
）

風
の
強
い
日
が
多
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
か
ら
思
わ
ぬ
大
火
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
注

意
で
尊
い
人
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守

り
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
昨
年
熊
谷
地
区
消
防
本
部
管

火
災
に
よ
る
死
者
は
四
名
で
す
。
な
お
、

火
災
原
因
で
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
放
火
、

ス
ト
ー
ブ
、
放
火
の
疑
い
、
た
き
火
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
火

災
の
原
因
は
皆
さ
ん
の
注
意
と
、
そ
の

努
力
に
よ
り
十
分
防
止
で
き
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

二
、
地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
体
制
の

　
　
充
実

三
、
物
品
販
売
店
舗
、
旅
館
、
ホ
テ
ル

　
　
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り

　
　
す
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火

　
　
安
全
対
策
の
徹
底

四
、
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
な
ど
自
力

　
　
避
難
が
困
難
な
人
が
多
数
入
所
し

　
こ
の
季
節
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥
し
、

内
に
発
生
し
た
火
災
件
数
は
七
十
五
件
、

六　五七六五四三二一
て
し
る
施
設
に
お
け
る
防
火
安
全

対
策
の
徹
底

工
場
・
倉
庫
及
び
寄
宿
舎
な
ど
に

お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発
生

防
止
対
策
の
推
進

「
火
の
用
心
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

天
ぷ
ら
な
ど
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

簸．
7
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狂犬病予防注射接種についてのお知らせ飼い主の皆さんへ

　飼い犬の登録は、犬の生涯に1回です。
　　　　ただし、狂犬病予防注射は、
従来どおり毎年1回受けなければなりません。

ひ

鰍☆1
緊（｝

L購、｝

　平成7年4月の狂犬病予防法の改正により、これまで毎年行われ

ていた犬の登録が、犬の生涯に1回となりました。ただし、狂犬病

予防注射は、従来どおり毎年1回受ける必要があります。なお、飼

い主の方は以下の点にもご注意ください。

．
（
の

●次の場合、犬の飼い主の方は市町村に届け出をしてください。

　・飼い犬が死亡したとき

　・飼い犬の所在地が変わったとき

　・飼い主の住所や氏名が変わったとき

　・飼い主が変わったとき

●鑑札と注射済票を、必ず犬につけてください。

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

2月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　　●　6　　●　11　●　16　．　21　●　26 ㈱光栄建設 36－1052

2　・　7　・　12　●　17　・22　●　27 ㈱コ　バヤ　シ 36－1206

3　・　8　・13・18。23・28 ㈲笠原設備工業所 36－3662

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲松本設備 36－5177

5　　●　10　　●　15　　●　20　●　25 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

（5）



安全運転はシート・べ卿トの着用び5

　昭和63年から、交通事故による死者が毎年1

万人を超えています。なかでも、自動車乗車中

に亡くなった人の数が増えています。

　自動車に乗ったとき，ドライバーと助手席の

人は、シートベルトの着用が義務づけられてい

ます。しかし、平成6年に自動車乗車中に亡く

なった人の4人に3人が、シートベルトをして

いませんでした。仮に亡くなった人全員がシー

トベルト・をしていたなら、そのうち40％の人の

命が助かったといわれています。

　　　　わが国の交通事故による死亡

　　　者数は、昭和63年から8年連続
　　　で1万人を突破しています。そ
　　　のうち、自動車乗車中の事故で

　　　亡くなった人は、全体の40％強
　　　　を占めています（平成6年〉。

　　　　これは、状態別交通事故死者数

　　　のトップです。2番目に多い歩
の　　　行中の交通事故で亡くなった人

　　　の割合は30％弱、自動2輪乗卒
　　　中と自転車乗用中は約11％、原

　　　動機付自転車乗車中は約9％で
　　　す。自動車乗車中の事故で亡く

　　　　なった人の割合が、いかに多い

　　　　かがよく分かります。

　　　　昭和54年から平成6年までの
　　　統計をみると、一つの傾向がは
　　　　っきりとしました。自動車乗車

　　　　中の交通事故死者数だけが増え

　　　　ているのです。特に、昭和63年

　　　　から平成5年までの6年間は急

　　　増しています。気になるのは、

　　　　この間、シートベルトの着用率
噂が下がってし、ることです．シー

　　　　トベルトの着用率と自動車乗車

　　　　中の交通事故死者数とは、深い

　　　　関連があるといえます。

シートベルトは

正しく確実に

　昭和61年から高速道路・一般

道路を間わず、シートベルトの

着用が義務づけられています。

Φ ○

義務化によって着用率は飛躍的

に向上しましたが、当初、90％

を超えていた着用率も、昭和63

年から徐々に低下しはじめ、平

成6年は80％台、最低だった平

成5年は70％台まで落ち込みま

した。

　さらに、平成7年は10月まで

で自動車乗車巾に亡くなった人

の数を、シートベルトを着用し

ていた人とそうでなかった人と

に分けると、なんと72％もの人

がシートベルトを着用していな

かったことが分かりました。つ

まり、4人のうち3人までがシ

ートベルトをしていなかったの
です。

　シートベルトをしない理由と

して、「面倒だ」とか「窮屈」、そ

して「近くまでだから」といっ

たものが挙げられます。ところ

が、統計からも明らかなように、

シートベルトの着用率が上がれ

ば自動車乗車中の死亡者数も減

るのです。

　しかし、シートベルトも正し

く着用しなければ意味がありま

せん。座席は倒し過ぎないよう

にしっかりと起こして、腰ベル

トは腹部ではなく腰骨にかけま

す。バックルはカチッと音がす

るまで、確実に装着しましょう。

ベルトがねじれていたり、たる

車燦。紛
ラ＋酌しト乞

電血す’ヒ

　　　　　　　○
　　●　　・・臨’い叢、

．・』■』べ，∫・’卸・’』　・』・・P・㌧・

．』鑑◎彙

f4－嬉、敏・∫康竃ノ欝’
　〉1箇、蚕・　こ鷺1’訟・ひ

り5・’

んでいたりしていては効果があ

りません。後部座席に座る人に

も、ぜひシートベルトの着用を

勧めましょう。小さな子どもを

乗せるときは、チャイルドシー

トを忘れないでください。

エアバツグは

あくまで補助装置

　最近、エァバッグ装着車が増

えています。安全性向上に大き

く貢献するものとして期待され

ていますが、これはあくまでシ

ートベルトを着用していること

が前提で効果がある補助装置で

す。エアバッグは、衝突した瞬

間に膨らんで、すぐにしぼんで

しまう構造になっていますから、

全体重をエアバッグだけで支え

ることは無理です。また、エア

バッグは、正面衝突には100％

の効果を期待できますが、斜め

や側面からの衝突には、その効

果は下がります。

　エアバッグ装着車でも、必ず

シートベルトの着用を心がけて

ください。

（6）



トピ塑9ス 、身近かな話題、ホットなニュマス葎お寄せくださいマ

難
馨
，

消防団出初め式

　江南消防団の出初め式が1月7日に町役場

庁舎前で行われました。式終了後には、大沼

公園で三分団による一斉放水や町内の火災予

防を呼びかけるための広報活動が行われまし

た。

　冬になると空気が乾燥し、火災が発生しや

すくな1）ます。火の取1）扱いにはくれぐれも

注意してください。

ω
o
猛
o
↑

寒げいこ
　1月4日から13日まで、新築された柔道場

において柔道の寒げいこが行われました。

　小学1年生から大人まで50名が参加し、厳

冬の中にもかかわちず、みんな元気に汗を流

しました。

伊

演葱『1996年を展望す多懲
　大里郡議会議員研修会開催

　1月18日、勤労福祉センターで政治評論家
　おばまこれぴと
の小浜維人氏を講師に迎えて大里郡町村議会

議員研修会が行われました。

　当日は、「1996年を展望する」という

演題で、めまぐるしく変動する政局や、これ

からの地方分権の推進などの貴重な講演に、

出席されたみなさんは熱心に耳を傾けていま

した。



国
鰯
飼
一
〔
圓
画
一
〔
圃
劇
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
は
、
エ
イ
ズ
の
原
因
と
な
る
H
I
V

（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
）
が
人
に

感
染
し
た
結
果
、
主
に
病
原
体
の
侵
入

か
ら
生
体
を
守
っ
て
い
る
免
疫
系
に
支

障
を
き
た
し
、
免
疫
不
全
状
態
と
な
り
体

内
に
侵
入
し
て
き
た
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
、

カ
ビ
な
ど
の
繁
殖
に
対
し
て
抵
抗
で
き

な
く
な
る
深
刻
な
病
気
で
、
埼
玉
県
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
H
I
V
感
染
者
は
一
〇
八
人
（
平

成
七
年
十
月
末
現
在
）
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
H
I
V
の
感
染
源
と
な
る
の
は
血
液

と
精
液
と
膣
分
泌
液
で
、
中
で
も
最
も

危
険
な
経
路
は
感
染
源
の
七
〇
～
八
0

新
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
性
的
接

触
で
す
。
H
I
V
に
感
染
し
た
男
性
の

精
液
や
女
性
の
膣
分
泌
液
を
感
染
源
と

し
て
性
器
な
ど
を
通
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー

に
感
染
し
ま
す
。
ま
た
、
母
親
が
感
染

者
で
あ
る
場
合
、
妊
娠
中
や
出
産
時
に

感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
麻
薬
な
ど
の
回
し
打
ち
で
、
H
I

V
に
汚
染
さ
れ
た
注
射
針
や
注
射
器
を

使
用
し
た
場
合
な
ど
に
も
感
染
し
ま
す
。

　
H
I
V
に
感
染
す
る
と
大
多
数
の
感

染
者
は
無
症
状
（
感
冒
に
似
た
症
状
が

一
時
的
に
現
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
）
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ
ゆ
る
症
状
の
で
な
い
無
症
状
期
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
潜
伏
期
に
入
り
ま
す
。
そ
の
期
間

は
数
ヶ
月
か
ら
十
年
と
様
々
で
す
。
そ

の
後
、
種
々
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、
エ

イ
ズ
関
連
症
候
群
（
一
ヶ
月
以
上
続
く

発
熱
、
下
痢
、
体
重
減
少
、
倦
怠
感
な

ど
）
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
病
状
が
進
行
し
体
の
抵
抗
力
が
な

く
な
る
と
、
カ
リ
ニ
肺
炎
や
カ
ン
ジ
タ

性
食
道
炎
、
カ
ポ
ジ
肉
腫
な
ど
の
合
併

症
を
お
こ
し
ま
す
。
こ
の
段
階
を
エ
イ

ズ
と
い
い
予
後
は
悪
く
、
数
年
以
内
に

は
ほ
と
ん
ど
死
に
至
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
母
子
感

染
防
止
事
業
が
ス
タ
ー
ト

　
平
成
八
年
山
月
皿
日
以
降
、
町

べ
婬
娠
編
出
を
さ
れ
た
妊
婦
さ
ん

隠
を
対
象
に
撮
王
継
抗
体
検
査
が
、

無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

・
ま
し
彪
。
母
子
手
鰻
．
を
交
付
の
際

に
、
「
欝
I
V
抗
体
検
査
受
診
票
」

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
人
は
、
医
療
機
関
へ
提
出
し
て

検
査
を
受
け
癒
下
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
は
妊
婦
さ
ん

巨
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
H
l
V
抗
体
陽
牲
の
場
合
で

も
、
、
母
子
感
染
を
防
止
し
、
適
切

奪
医
療
を
行
い
、
妊
婦
さ
ん
や
生

ぎ
れ
て
く
る
子
供
の
健
康
の
保
持

　
・
増
進
す
る
こ
ど
を
目
紛
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
、
、
ま
た
、
之
の
検

養
に
係
わ
る
秘
密
は
厳
正
に
守
ら

癒
ま
す
．

　
一
月
二
日
、
新
春
恒
例
の
町
民
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
が
町
給
食
セ
ン
タ
ー
前
で

行
わ
れ
約
七
十
名
の
み
な
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
三
㎞
の
部
ど
五
㎞
の
部
に

分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

思
い
思
い
の
ぺ
ー
ス
で
走
り
全
員
が
み

ご
と
に
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

奪套
二

麟江
南
山
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
江
南
山
の
会
で
は
、
年
間
を
通
じ
て

ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
、
ス
キ
ー
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
体
力
、
気
力
の
あ
る
健
康
な

人
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
八
年
度
主
要
計
画
（
予
定
）

四
月
　
花
見
を
し
な
が
ら
東
丘
陵
を
歩

　
　
　
く
集
い

二一±十九八七六五
月月月月月月月月月

高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ
の
集
い

西
沢
漢
谷
ハ
イ
キ
ン
グ
の
集
い

那
須
岳
（
茶
臼
岳
）
登
山
の
集
い

北
ア
ル
プ
ス
白
馬
岳
登
山
の
集
い

安
達
太
良
山
登
山
の
集
い

奥
秩
父
二
子
山
登
山
の
集
い

筑
波
山
登
山
の
集
い

神
立
高
原
ス
キ
ー
教
室

石
打
丸
山
ス
キ
ー
教
室

詳
し
く
は
、

江
南
山
の
会
事
務
局
へ

　
代
表
　
大
島
　
敬
治

　
盈
三
六
－
五
四
五
五

（8）
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ら

ゐ、るさと

見
地
名
は
語
る

再発

　
ま
と

「
的

　
初
詣
の
帰
途
破
魔
矢
を
授
か
り
、
家

庭
に
祀
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

弓
・
矢
の
威
力
を
期
待
し
た
先
祖
の
想

い
が
こ
の
習
慣
に
残
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
弓
矢
に
係
わ
る
地
名
は
現

在
の
小
字
地
名
に
は
表
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
　
「
的
場
」
と
い
う
呼
び
名
が

板
井
地
区
に
あ
り
ま
す
の
で
、
土
地
の

地
形
・
性
質
・
歴
史
的
背
景
な
ど
を
手

が
か
り
に
地
名
の
由
来
を
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
現
在
の
的
場
は
主
要
地
方
道
熊
谷
・

小
川
線
よ
り
分
岐
し
、
県
立
循
環
器
病

セ
ン
タ
ー
へ
至
る
路
線
上
に
あ
り
ま
す
。

山
林
・
宅
地
・
畑
地
の
混
在
す
る
場
所

で
板
井
字
新
田
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
「
中

島
・
天
神
・
氷
川
・
山
ノ
神
」
な
ど
の

小
字
地
名
が
周
囲
に
み
え
ま
す
。
先
述

の
道
路
が
地
割
境
界
に
一
致
す
る
た
め
、

道
を
基
準
に
し
た
地
割
が
行
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
、
道
路
の
設
置
自
体
が
古
い

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
奈
良
時
代
に
創
建

さ
れ
た
寺
内
廃
寺
へ
続
く
参
道
は
こ
の

　
　
つ
な
が

道
に
継
る
と
推
定
さ
れ
、
さ
ら
に
南
へ

は
や
は
り
奈
良
時
代
以
来
所
在
し
た
と

考
え
ら
れ
る
出
雲
伊
波
比
神
社
へ
至
る

古
道
が
連
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
東
西
方
向
の
道
と
南
北
方
向

の
道
の
交
差
点
に
「
的
場
」
が
位
置
し

ま
す
。
こ
の
様
な
道
路
・
交
差
点
付
近

伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡
一
口

心
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
O

レ場
」
　
　
第

　
は
民
間
信
仰
や
行
事
に
よ
る
儀
礼
・
祭

　
祀
が
良
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
弓
矢
は
原
始
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に

　
鉄
砲
が
伝
来
す
る
ま
で
最
強
の
武
器
で

　
し
た
。
実
物
資
料
が
多
く
、
絵
巻
に
描

　
か
れ
た
合
戦
の
場
面
に
も
登
場
し
て
い

　
ま
す
。
武
器
と
し
て
の
威
力
は
信
仰
の

　
対
象
と
な
り
数
々
の
信
仰
が
伝
っ
て
い

　
　
　
　
め
い
げ
ん

　
ま
す
。
鳴
弦
と
は
弓
の
弦
を
鳴
ら
し
、

　
魔
物
を
追
い
払
う
も
の
で
宮
中
で
も
行

　
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
棟
式
に
弓
矢
の
飾

　
り
を
乗
せ
る
こ
と
や
、
棟
木
に
弓
矢
を

　
取
り
付
け
る
こ
と
も
新
築
の
家
き

に
災
厄
を
寄
せ
つ
け
ま
い
と
す

る
願
い
が
あ
り
ま
す
。
弓
に
矢
、

を
つ
が
え
実
際
に
的
を
射
る
行

事
も
あ
り
ま
す
。
良
く
知
ら
れ

　
や
ぶ
　
さ
　
め

た
流
鏑
馬
は
現
在
で
も
県
内
各

所
に
伝
っ
て
お
り
、
疾
走
す
る

馬
を
操
り
な
が
ら
騎
乗
よ
り
的

を
射
抜
く
射
技
は
至
芸
の
極
に

あ
り
ま
す
。
中
世
の
武
士
は
弓

　
　
す
べ

矢
の
術
を
練
磨
し
合
戦
に
備
え

ま
し
た
。
寄
居
町
男
会
付
近
を

本
拠
地
と
し
て
い
た
男
会
三
郎

の
登
場
す
る
絵
巻
物
こ
は
、
据

と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

事
で
す
が
、
的
を
射
る
こ
と
を
主
と
し

た
行
事
に
「
オ
ビ
シ
ャ
」
が
あ
り
ま
す
。

　
オ
ビ
シ
ャ
は
弓
で
鬼
な
ど
と
書
か
れ

た
的
を
射
る
こ
と
に
よ
り
邪
気
や
厄
を

払
う
目
的
や
、
矢
の
当
り
具
合
に
よ
り

作
物
の
出
来
を
占
う
な
ど
の
目
的
を
持

っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
が
、
川
本
町
菅
沼
の
天
神

社
で
は
初
午
の
日
に
行
わ
れ
「
的
場
の

儀
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
的
場
は
文

字
通
り
弓
矢
に
関
係
し
た
地
名
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
が
今
は
行
わ
れ
て
い
な

い
オ
ビ
シ
ャ
な
ど
の
摘
射
行
事
や
、
道

　
　
ふ
さ
ぎ

筋
の
塞
に
由
来
す
る
と
も
、
全
く
別
の

事
情
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
文

が
地
名
再
発
見
の
糸
口
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
騨
見
「

謝

羅
「繍講懇’

1講麟
難　1
麟

　　寒

伊
　
一
月
七
日
、
江
南
町
招
待
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
が
、
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
県
内
か
ら
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
大
会
は
、
南
・

北
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
と
も
に
健
闘
し
、

江
南
南
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
が
優
勝
し
ま

し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
優
勝
～
三
位
）

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

＊
出
場
チ
ー
ム

　
江
南
南
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
、
江
南
北

サ
ッ
カ
i
少
年
団
、
浦
和
芝
原
サ
ッ
カ

i
少
年
団
、
狭
山
台
キ
ッ
カ
ー
ズ
、
浦

和
上
木
崎
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
、
大
幡
サ

ッ
カ
ー
少
年
団
、
妻
沼
凝
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
、
大
里
㏄
距

＊
結
果

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

江
南
南
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

　
　
　
　
　
　
（
四
勝
○
敗
）

浦
和
上
木
崎
サ
ッ
カ
ー
少
年

団
（
三
勝
一
敗
）

大
幡
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

　
　
　
　
　
　
（
三
勝
一
敗
）

　
一
月
二
十
一
日
、
江
南
町
青
少
年
相

談
員
協
議
会
主
催
の
バ
ス
ス
キ
ー
が
草

津
町
の
ス
キ
ー
ポ
ー
ト
シ
ズ
カ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
三
十
名
の
中
学
一
・
二
年

生
が
参
加
し
、
相
談
員
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
に
ス
キ
ー
を
教
え
て
も
ら
い

上
手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
鱗
蔚
　
　
　
轍

　
　
　
軸
驚

卍
樹

（9）



震願嗣罵冴、27ソ

の来署はご遠慮ください。

間合せ　熊谷税務署　費21－2905

「114番」新設します

　　　　N　T　Tでは、お客様に電話をより

　　　便利にご利用いただけるように「お

　　　話し中調べ」専用の受付番号「114

　　　番」を新設します。これまで、電話

　　　の「故障問い合わせ」と「お話し中

　　　調べ」のどちらも「113番」で受け

　　　付けてきましたが、平成8年2月24
　　　日仕）午前2時（予定）より、電話の

　　　　「お話し中調べ」は「114番」で
　　　受け付けさせていただきます。（な

　　　お、「故障問い合わせ等」について

　　　は従来どおり「113番」で受け付
　　　けさせていただきます。）

　　　　より便利になった「お話し中調べ

　　　の114番」のご利用をお願いしま
　　　す。

噂問い合わせは・NTT熊谷支店局
　　　番なしの113番まで。

国民年金の保険料は

　納めましたか

・国民年金の保険料は毎月キチンと

納めていますか？

　平成7年4月から平成8年3月ま
での保険料は市町村役場が発行した

納付書で納めます。納め忘れがない

ようにいま一度チェックしてくださ

いo

・保険料を納めないと万一病気やケ

ガをしたときにも年金が受けられな

くなり、さらには老齢基礎年金が減

額されかねません。最悪の場合は何

の年金にも結びつかないケースにも

なりかねません。

・保険料を納めることは自分のため

だけでなく、現在年金を受給してい

る人を支えることにもなります。

・保険料の納付状況が不明の場合は

江南町役場住民福祉課年金係でおた

ずねください。

あなたがお持ちの年金手帳は

　　　“1つ”ですか

　年金手帳は国民年金や厚生年金に

初めて加入したときに交付されます。

この年金手帳は、国民年金・厚生年

金保険共通のもので、それぞれの記

号番号が記入されており一生を通じ

て変わりません。

　いろいろな届出をするときに必要

なだけでなく、将来、年金を請求す

るときや問い合わせをするときにも

必要となります。

・年金手帳は大切に保管しましょう

　一人で何冊も年金手帳を持ってい

る人は、加入期間が分散され一冊で

も紛失すると年金の受給に不利にな

ることもありますので、一冊にする

手続きをしてください。また、年金

手帳を紛失したときには、届出して

再交付を受けてください。

　埼玉県奥武蔵
あじさい館オープン

宿泊利用者の受付は2月15日（木）から

　奥武蔵の山々や、高麗川の清流な

ど、豊かな自然が残る県立奥武蔵自

然公園の一角に、「埼玉県奥武蔵あ

じさい館」が4月18日㈲オープンし
ます。

・あじさい館は…

　高齢者をはじめ多くの県民が、宿

泊または日帰りで気軽に保養し、レ

クリエーションなどを通じて、世代

を越えた交流ができます。

　100人が宿泊できる三階建ての本

館棟や車椅子の人も安心して利用で

きるログハウスなど多彩な施設を備

えています。

・宿泊料や食事の料金は…

宿泊料
　食事料
（朝夕2食）

高齢者・障害

者・「母峯
2，300円 3，000円

または

4，000円そ⑫櫨の炎人 4，600円

障害者・母ヂ

の子（小学生）
1，500円 2，300円

または

4，000円
蓄の飽あ子供

（イ・学生転
3，000円

・受付開始は…

高齢者などの人の宿泊利用受付は、

2月15日㈲からです。

・受付開始日

高齢者、緯轡巻、母

争などのグループ

4．5月分一2月15日

　6月分一3月1日

その他の利用者、
4．5月分一3月1日

　6月分一4月1日

・宿泊の申し込みなどの問い合わせ

は同館（0429－78－2888）までお願

いします。

ロ
ヨ
8
『
ヨ
侮
．
蟷
0
5

噂
古
手
紙
読
み
な
が
ら
焼
く
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

日
め
く
り
の
日
毎
細
り
て
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

掛
時
計
進
み
が
ち
な
り
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

秒
針
が
追
い
か
け
て
来
る
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

バ
ー
ゲ
ン
の
折
り
込
み
重
し
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

十
二
月
欄
間
の
鷹
も
磨
か
ね
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

主
婦
の
座
を
ゆ
ず
り
て
寧
し
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

十
二
月
夢
買
う
人
の
列
長
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

占
い
に
足
止
め
て
見
し
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

下
校
児
の
影
な
が
な
が
と
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

タ
リ
盲
ム
を
踵
に
も
塗
る
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

成
り
ゆ
き
に
委
せ
る
ゆ
と
り
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

宴
会
の
演
歌
が
主
役
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

風
音
の
深
夜
し
み
じ
み
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

こ
う
を
畠

俳
匂
会
⑰

囹

’

、

何
事
も
我
が
娘
ま
か
せ
の
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

茶
の
花
の
香
り
た
だ
よ
う
夜
道
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

十
二
月
家
移
り
と
な
り
忙
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

十
二
月
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
如
き
嫁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

十
二
月
平
常
心
を
保
ち
た
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

石
仏
の
頭
巾
も
替
へ
て
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

恋
文
も
隠
し
忘
れ
て
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

何
や
か
と
て
ん
て
こ
舞
の
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

父
母
に
ガ
ウ
ン
を
贈
る
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

老
い
て
な
ほ
カ
ラ
オ
ケ
習
う
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
．
直
子

人
生
は
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

幾
枚
も
喪
中
の
便
り
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

（10）
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團固圃團
　　　農林学級（2月）

開催日 内　　　　　容 時　間

10日（D 木工白鳥の型抜き　 鶴 10二〇〇

10日（D 野菜の収穫　丞 10：00

10日ql） 木工白鳥の型抜き　舞 13二30

14日（絢 ネギの料理e 10：00

17日（D 木工ひな．曳形作り　e 10：00

18日（日） 野鳥観察会　⑳ 10：00

18日（m 木工工作室開放日e 10二〇〇

21日困 巻き寿司e 10：00

．24日（D 木工ひな人形作りe 10：00
24日（1：） 野菜の収穫④ 10二〇〇

26日㈲ 家庭菜園を365日楽 13：30

しむe
　
学

　
ト
　
ノ

　
一
一
　
　
　
）

　
①
所
　
月

　
・
務
　
2

　
子
　
事
　

（

　
親
般
理
－
座

竺
難
講

料
小
9
公
一
　
鼎
云

　
一
一
、
、
林
8
3
園

無
翻
生
農
費
き

用
象
●
せ
花

　
　
付
合

費
対
　
受
問

開催目 内　　　　容 費　用

14日（菊 サギソウの楽しみ方 1，000円

16日（斜 フラワーアレンジメ 2，000円

ント（コサージ）を

楽しむ

26日（月） 家庭菜園を365日 無　　料

楽しむ

28日㈹ 春を生ける 1，000円

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内・植物振
　　　興センター分室暦83－2841

　ふるさと歩道自然散策会

　　　〈荒川田園コース〉
　川本町、江南町、熊谷市に及ぶ「ふ

るさと歩道」を散策しながら、荒川

のコハクチョウをはじめ、様々な動

植物を観察します。

日時2月17日（土）10時～15時

集合秩父線武川駅
費　用　300円（高校生以下100円）

　　　（資料代、保険料）

持ち物　昼食、雨具、筆記用具、双

　　　眼鏡など
問合せ　鮒埼玉県生態系保護協会

　　　智048－645－0570

　　　埼玉県環境部自然保護課

　　　智048－830－3154
※なお、事前の申込みは不要です。

痴呆性老人についての講演会

日時平成8年2月26日（月）

　　　午後2時～4時
場所江南町保健センター
内　容　　「痴呆性老人に対する

　　　　　　理解と接し方」
　　　講師　特別養護老人ホーム

　　　　　　「はなぶさ苑」

　　　　　施設長　持田英昭氏
申込み　2月20日（火）までに役場保健

　　　衛生課へ
　　　費36－1521　内線311

圖固圏囮

埼玉県エイズホットラインの

　　　開設について

　県では、従来の保健所での専門の

相談・検査に加え、エイズに関する

様々な疑問や不安について、誰でも

気軽に相談できる窓口として、平成

7年12月21日から「エイズホットラ

イン」を始めました。どうぞ、ご利

用ください。

受付日　毎週火曜日・木曜日

　　　午前11時から午後3時まで
電話048－825－3060
問合せ　埼玉県保健予防課感染症対

　　　策係

　　江南町教育相談室

　教育上の諸問題について相談に応

じています。秘密は守1）ますので安

心してご利用ください。　　　　　　一
相談日原則として毎週水曜日　●剛

申込み　江南町教育委員会

　　　智36－1521　内線237

圖　國　囮
　熊谷税務署からのお願い

確定申告はお早めに！ノ

　所得税は3月15日まで

　消費税は4月1日まで
無料還付相談

　各税理士事務所にて

　　2月13日から2月15日まで
なお、4月4日までの間、熊谷税務

署には駐車場がありませんので車で

十
二
月
中
届
出
　
年
齢

　
好
田
忠
次
郎
　
9
0
歳

　
持
田
　
幸
子
　
6
3
歳

　
穴
戸
　
ミ
ヤ
　
7
3
歳

　
石
井
　
宜
子
　
6
2
歳

　
佐
藤
　
貞
明
　
8
6
歳

鈴
木
　
マ
キ
7
7
歳

　
松
尾
ハ
ツ
ノ
　
8
6
歳

板樋樋樋押成敬
　　　　　　　　　称　塩　　　　　　　　　略
井　春春春切沢）

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

十
二
月
中
届
出
　
　
　
（
　
）
保
護
者

押
　
　
切

　
　
　
　
は
る
　
か

　
小
林
遥
加
　
　
女
子
　
（
一
彦
）

　
　
　
　
ひ
ろ
　
や

　
村
瀬
　
宏
弥
　
　
男
子
　
　
（
幹
夫
）

樋
　
　
春

　
　
　
り
ゅ
う
　
の
　
す
け

　
森
田
竜
ノ
介
　
　
男
子
　
（
仁
）

　
森
村
　
勇
飛
　
　
男
子
　
　
（
政
則
）

御
正
新
田

　
　
　
　
み
づ
　
き

　
小
澤
　
瑞
生
　
　
男
子
　
　
（
勉
）

野
　
　
原

　
　
　
　
ゆ
　
　
き

　
岡
田
　
友
紀
　
　
女
子
　
　
（
英
浩
）

千
　
　
代

　
新
井
ク
ル
ミ
　
　
女
子
　
（
宏
明
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

伊

12，490

12，470－

12，450一

人／戸

3，680－

3，670－

3，660

町民のうごき

10月　11月　12月　1月

　1月1日現在

人口　12，488人　　＋27

男　　6，152人　　＋12

女6，336人＋15
世帯　3，685世帯　＋12

平成7年　救急車出動状況

救急出動状況 12　月 累　計

交　　　　　　　通 5件 63件

一　　般　　負　　傷 2件 30件

急　　　　　　病 11件 157件
そ　　　の　　　他 6件 36件

合　　　　　　　計 24件 286件
（11）



　　　　しゅん　　ぺい

木村駿平ちゃん㊥
　平成7年3月3日生

両親｛燈説征，正新田

　毎日、小さな怪獣くんで

家の中は大騒ぎ〃元気いっ

ぱいの駿平です。男らしい

強さと優しさを持った子に

育ってほしいです。

　　　　あゆ　　　み
佐々木　歩　美ちゃん㊧

　平成7年3月30日生

両親｛灘究千代

　お兄ちゃんに囲まれて元

気いっぱいの歩美。バイバイ

やひとり立ちが上手になり

ました。健康で思いやりの

ある子に育ってほしいです。

　　　　ゆ　　　き
田　中　悠　稀ちゃん㊧

　平成7年3月20日生

両親｛魏究板井

　我が家のわんぱく姫です。

いたずらを探しては目をキ

ラキラ輝やかせておいたを

しています。よく食べよく

泣き、早く大きくな一れ！

　　　　だい　　　き

牛山大稀ちゃん㊥
　平成7年5月16日生

両親喫1究成、尺

　9人家族の大ちゃんは我

が家のアイドル。誰を見て

もおうおうと言っては笑わ

せています。元気でやさし

い子に育ってほしいです。
噂

へ脈鷲職猟脈猟脈w猟猟猟脈猟蝋脈猟猟猟猟猟脈猟猟猟猟猟猟猟猟猟糖猟猟猟舐犠猟職瓶猟ww猟猟脈猟w猟猟猟脈脈職w猟職猟猟猟脈脈猟“職猟猟脈猟猟猟糖脈N

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

大
豆
入
り

手
作
り
が
ん
も
ど
き

平
山
愛
子
さ
ん
（
樋
春
北
）

▼
材
料

木
綿
豆
腐
：

　
大
豆
…
：
：

　
ヒ
ジ
キ
…
：

　
人
参
…
：

　
β大

和
芋
…
：

小
麦
粉
…
：

…
…
⊥
丁

：
一
カ
ッ
プ

：
：
：
少
々

　
…
％
本

：
卵
白
一
個

：
…
一
二
〇
g

：
一
〇
〇
g

▼
作
り
方

①
大
豆
は
、
圧
力
釜
で
煮
ま
す
。
沸
騰

　
し
た
ら
弱
火
に
し
、
十
五
分
煮
て
自

　
然
に
さ
ま
し
ま
す
。
さ
め
た
ら
布
巾

　
に
一
カ
ッ
プ
取
り
、
上
か
ら
す
り
こ

　
木
で
十
分
た
た
き
ま
す
。

②
豆
腐
は
、
布
巾
に
包
み
重
石
を
乗
せ

　
五
～
十
分
置
き
水
気
を
取
り
ま
す
。

③
ヒ
ジ
キ
は
水
に
漬
け
て
も
ど
し
、
柔

　
ら
か
く
な
っ
た
ら
細
か
く
切
り
ま
す
。

④
人
参
は
み
じ
ん
切
に
し
ま
す
。

⑤
①
～
④
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
手
で
こ
ね

　
ま
す
。
さ
ら
に
小
麦
粉
・
卵
白
・
す

　
り
お
ろ
し
た
大
和
芋
を
加
え
よ
く
練

　
っ
て
五
・
六
個
に
ま
と
め
ま
す
。

⑥
一
七
〇
度
～
一
八
○
度
の
油
で
ゆ
っ

　
く
り
と
揚
げ
ま
す
。
キ
ツ
ネ
色
に
な

　
っ
て
浮
い
て
来
た
ら
、
取
り
出
し
ま

　
す
。

⑦
好
み
に
よ
り
ソ
ー
ス
ニ
一
杯
酢
で
食

　
べ
ま
す
。

噸

　
　
　
　
う
る
う

　
今
年
は
閏
年
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
年
と
覚
え
て
い
る
人
も
多
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
三
百
六
十
五
日
の

収
入
で
三
百
六
十
六
日
を
暮
ら
す
の
で
、

以
前
は
“
サ
テ
リ
ー
マ
ン
の
厄
年
”
な

ど
と
い
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
閏
年
は
四
年
に

一
度
あ
り
ま
す
。
太
陽
が
春
分
点
を
ス

タ
ー
ト
し
て
黄
道
上
を
一
周
す
る
の
に
、

三
百
六
十
五
・
二
四
二
二
日
か
か
り
ま

す
。
そ
れ
で
一
年
を
三
百
六
十
五
日
と

し
、
余
っ
た
分
を
ま
と
め
て
四
年
に
一

度
、
二
月
を
一
日
増
や
し
て
二
十
九
日

に
す
る
の
が
閏
年
で
す
。
こ
う
す
る
と
、

今
度
は
小
数
点
以
下
を
四
倍
し
て
も
一

日
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
四
百
年
に
三

回
閏
年
を
な
く
し
て
平
年
に
し
て
い
ま

す
。　

西
暦
が
四
で
割
り
切
れ
る
年
は
、
閏

年
1
で
す
か
ら
、
今
年
一
九
九
六
年

は
閏
年
で
す
。
そ
し
て
、
百
で
割
り
切

れ
る
年
は
平
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
な

か
で
も
四
百
で
割
り
切
れ
る
年
は
、
閏

年
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
西
暦
二

〇
〇
〇
年
は
、
閏
年
で
す
。

　
閏
と
い
う
漢
字
に
は
、
余
る
、
余
計
、

正
当
で
な
い
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
昔
は
、
閏
年
に
は
子
ど
も
が
で
き
や

す
い
」
な
ど
の
俗
信
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
の
ん
び
り
し
た
人
を
「
閏
の
十

も
あ
る
よ
う
な
」
な
ど
と
冷
や
か
し
た

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。




